
活
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
定

着
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
消
費
効
果
を

地
域
に
波
及
さ
せ
、
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
つ
き
ま
し
て
、
コ
ー

ス
や
交
通
規
制
な
ど
大
会
の
あ
り
方
を
見
直

す
た
め
、
昨
年
度
は
開
催
を
見
送
り
、
再
開

に
む
け
関
係
団
体
等
と
調
整
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技

団
体
が
主
催
し
、
本
市
は
共
催
と
い
う
立
場

で
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
大

会
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
全
国
の
ト

ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
を
は
じ
め
、
市
民
、
関
係

者
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
、
石
垣
島
を
舞
台

に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
カ
ム
事
業
の
一
環

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
更
な
る
観

光
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
年
後
に
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
に
向
け
て
は
、
本
市
の
温
暖
な
気
候
、

移
動
手
段
の
利
便
性
、
選
手
の
心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
豊
か
な
自
然
な
ど
を
利

用
し
、
国
内
外
選
手
の
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
し

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性

化
や
観
光
振
興
を
図
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
本
年
度
に
設
置
さ

れ
る
国
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
動
向
や
県
、
他
市

町
村
の
取
り
組
み
を
調
査
・
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

文
化
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
観
光
価
値
を
三(

さ
ん)

線(

し
ん)

の
調

律
を
意
味
す
る
「
ツ
ン
ダ
ミ
」
と
定
義
し
、

文
化
と
観
光
を
複
合
し
た
規
模
感
の
あ
る
野

外
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ン
ダ
ミ　

ア
イ
ラ
ン
ド　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
本
市
の
リ

ゾ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
象
徴
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
引
き
続
き
、
総
合
的
か
つ
網
羅
的

な
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
特
産
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の

開
発
支
援
事
業
、
特
産
品
の
知
名
度
向
上
や

新
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
更
に
国
内
外

に
お
け
る
販
路
拡
大
・
開
拓
を
推
進
す
る
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
優
位
性
が
あ
る

農
水
産
物
を
活
用
し
た
特
産
加
工
品
づ
く
り

と
ブ
ラ
ン
ド
化
、
作
り
手
を
育
成
す
る
人
材

育
成
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
・
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
向
こ
う
６
年
間
を
見
据
え
た
「

石
垣
ま
ち
な
か
活
性
化
戦
略
プ
ラ
ン
」
に
お

け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
確
実

な
実
施
と
、
商
工
会
、
観
光
交
流
協
会
、
商

店
街
、
民
間
事
業
者
等
と
の
協
働
体
制
の
構

築
を
よ
り
一
層
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産
業
の
さ

と
う
き
び
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

は
、
生
産
性
の
向
上
及
び
省
力
化
に
対
応
す

る
た
め
、
集
団
営
農
用
機
械
の
整
備
並
び
に

中
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
１
台
導
入
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
北
部
地
区
及
び
北
西
部
地
区
を

重
点
地
区
と
し
て
、
新
規
に
２
台
の
機
械
導

入
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
に
お
け
る
地
域
資
源
の
適
切

な
保
全
管
理
を
推
進
す
る
た
め
に
、
「
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
」
を
活
用
し
、
農
用
地

法
面
の
補
修
、
鳥
獣
害
防
護
柵
の
適
正
管
理
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
、
台
風
や
大
雨
前

後
の
対
策
、
農
道
の
補
修
・
清
掃
な
ど
の
作

業
を
行
う
活
動
組
織
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

緊
急
優
良
母
牛
更
新
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
は
、
畜
産
農
家
に
対
し
、
約
80
頭
の

産
肉
能
力
の
高
い
優
良
牛
の
導
入
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
畜
産
農
家
に

対
し
、
昨
年
度
と
同
数
程
度
の
予
算
を
確
保

し
、
産
肉
能
力
の
高
い
優
良
牛
の
導
入
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

産
の
モ
ズ
ク
、
マ
グ
ロ
、
ソ
デ
イ
カ
な
ど
を

一
次
加
工
す
る
県
内
初
の
複
合
型
水
産
加
工

施
設
が
本
年
度
に
完
成
し
ま
す
。
完
成
後
は
、

産
地
協
議
会
に
お
い
て
、
安
定
供
給
、
衛
生

管
理
の
充
実
、
品
質
管
理
の
拡
充
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
北
部
地
域
に
お

い
て
は
、
「
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
」
を
活

用
し
て
、
船
越
漁
港
の
航
路
浚
渫
と
浮
桟
橋

の
整
備
、
伊
野
田
漁
港
の
東
屋
の
整
備
を
継

続
的
に
行
い
、
漁
業
者
の
就
労
環
境
の
改
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
登
野
城

漁
港
内
の
波
高
を
穏
や
か
に
保
つ
た
め
に
、

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
対
応
す
る
新

し
い
地
域
支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

今
後
の
生
活
支
援
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
ぐ
ブ
ラ
ン
チ
を

１
か
所
設
置
し
、
相
談
窓
口
の
充
実
及
び
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は
、

基
本
計
画
と
な
る
「
第
４
次
石
垣
市
障
が
い

者
福
祉
計
画
」
と
実
施
計
画
と
な
る
「
第
４

期
石
垣
市
障
害
福
祉
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
計
画
の
実

現
に
向
け
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
基

づ
き
、
各
種
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談

支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
主
体
と
し
た
相
談
支
援
の
更
な
る
機

能
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
立
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
を
図
り
「
就
労
自
立
」

を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
」
と
も
連
動
す
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
を
導
入
し
、
自
立
の
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

「
い
し
が
き
」

４
．
活　

力

　

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
昨

年
は
約
１
１
１
万
６
千
人
と
い
う
過
去
最
高

の
入
域
観
光
客
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の

好
調
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
本
市
の
観
光

理
念
で
あ
る
「
島
ぬ
美(

か
い)

し
ゃ
、
心(

き

む)

美(

か
い)

し
ゃ
」
を
体
現
す
る
観
光
受
入

基
盤
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
た
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
観
光
需
要
の
安
定
化
に
よ
り
期
待
さ

れ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲

得
に
対
す
る
観
光
課
題
で
あ
る
消
費
額
や
満

足
度
の
向
上
、
そ
し
て
、
観
光
資
源
と
し
て

の
自
然
環
境
の
保
全
、
着
地
型
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
造
成
、
空
港
や
港
か
ら
観
光
目
的
地

ま
で
の
二
次
交
通
の
充
実
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
強
化
や
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
会
議
・
報
奨
旅
行
・
展
示
会
な
ど
の

総
称
で
あ
るM

I
C
E

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

会
館
の
設
備
改
修
に
よ
り
、
良
好
な
環
境
で

利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
整
備
を
す
る
こ

と
で
、
島
内
外
の
プ
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
及
び
団
体
に
よ
る
多
く
の
公
演

等
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
種
多
様
な
質
の
高

い
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
更

な
る
文
化
水
準
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
誘
客
の
基
盤
と
な
る
観
光
施
設
及
び

観
光
地
の
再
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
観

光
施
設
再
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
昨
年
度

か
ら
米
原
キ
ャ
ン
プ
場
の
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ

ー
室
の
改
修
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
そ
の
完
成
と
玉
取
崎
展
望
台
の
改
修

に
向
け
た
設
計
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
観
光

施
設
づ
く
り
に
努
め
、
観
光
客
の
リ
ピ
ー
タ

ー
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
！
ウ
ェ
ル
カ
ム
！
石
垣

島
！
」
を
展
開
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
誘
致

活
動
を
行
っ
た
結
果
、
「
全
国
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ‘

８(

エ
イ
ト)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
と

極
東
オ
セ
ア
ニ
ア
地
区
の
航
空
会
社
対
抗
の

「F
E
S
P
A
(

フ
ェ
ス
パ)

　

エ
ア
ラ
イ
ン　

バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
本
市
で
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
を
通
じ
て
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
石
垣
島
を
訪
れ
、
全
国
に
、

そ
し
て
世
界
に
広
く
石
垣
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
施
設
、
島
の
お
も
て
な
し
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
が
集
ま
る
場
所
「
石
垣
島
」
を
目
指
し

、
新
規
を
含
め
、
積
極
的
に
キ
ャ
ン
プ
や
大

会
等
の
誘
致
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
初
ラ
ン
は
石
垣
島
で
！
」
を
合
言
葉
に
実

施
し
た
第
13
回
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
は
、
過
去

最
多
の
５
，
０
５
９
人
の
申
込
み
が
あ
り
、

全
都
道
府
県
か
ら
の
参
加
に
加
え
て
、
６
つ

の
国
と
地
域
か
ら
７
９
人
の
申
込
み
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
目
標
と

し
て
い
た
５
，
０
０
０
人
を
突
破
し
、
今
後

は
国
際
的
な
大
会
を
目
指
し
、
更
に
発
展
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
本
市
の
魅

力
で
あ
る
自
然
や
文
化
、
ま
た
、
日
本
最
南

端
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
優
位
性
を
更
に
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